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下
呂
市
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
は
、

「
小
坂
・
萩
原
・
馬
瀬
・
下
呂
・

金
山
」
の
５
支
部
に
よ
り
組
織
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

ク
ラ
ブ
員
は
５
５
０
０
人
ほ
ど

を
数
え
、
下
呂
市
の
防
災
・
減
災

活
動
に
お
い
て
無
く
て
は
な
ら
な

い
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
消
防
本
部
予
防
・
通
信
課
】

「
下
呂
市
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
」を
紹
介
し
ま
す

「
下
呂
市
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
」の
活
動

　

下
呂
市
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
で

は
、「
助
け
合
い
で
地
域
を
守
ろ

う
」
を
活
動
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
地

域
の
自
主
防
災
組
織
な
ど
の
活
動

へ
の
参
加
、
家
庭
防
火
・
防
災
の

推
進
、
地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
育

成
、
子
ど
も
へ
の
防
火
・
防
災
へ

の
意
識
づ
け
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て

は
、
保
育
園
児
を
対
象
に
し
た
防

火
・
防
災
紙
芝
居
上
演
と
防
火
パ

レ
ー
ド
の
実
施
、
炊
き
出
し
訓

練
、
老
人
世
帯
へ
の
防
火
点
検
訪

問
、
救
命
講
習
の
開
催
、
バ
ケ
ツ

注
水
競
技
会
の
開
催
、
空
き
缶
コ

ン
ロ
を
使
っ
た
炊
飯
講
習
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
下
呂
市
の
住

宅
用
火
災
警
報
器
の
普
及
に
も
貢

献
し
、
下
呂
市
の
設
置
率
は
県
下

で
も
平
均
以
上
と
な
っ
て
お
り
、

極
め
て
大
き
な
実
績
を
あ
げ
て
い

ま
す
。

【 

活 

動 

目 

標 

】

ス
ロ
ー
ガ
ン

　
『
助
け
合
い
で
地
域
を
守
ろ
う
』

一
、「
防
災
の
輪
」
の
構
築

一
、
地
域
の
自
主
防
災
の

　
　

女
性
リ
ー
ダ
ー
と
な
る

一
、
市
内
の
火
災
件
数
０
件
を
め
ざ
す

一
、
幼
児
期
か
ら

　
　

防
火
と
防
災
の
大
切
さ
を

　
　

知
っ
て
も
ら
う

　

女
性
（
婦
人
）
防
火
ク
ラ
ブ
は
、

家
庭
で
の
火
災
予
防
の
知
識
の
習

得
、
地
域
全
体
の
防
火
意
識
の
高

揚
な
ど
を
目
的
に
地
域
で
組
織
さ

れ
、
全
国
各
地
で
活
動
さ
れ
て
い

ま
す
。

女
性
防
火

ク
ラ
ブ
っ
て
？

女
性
な
ら
で
は
の 

防
災
・
減
災
!!
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家庭や地域の
防火・防災には

女性の力が
欠かせません！

下
呂
市
か
ら

岐
阜
県
女
性
防
火

ク
ラ
ブ
運
営

協
議
会
長

　

今
年
５
月
19
日
に
開
催
さ
れ
た

平
成
28
年
度
岐
阜
県
女
性
防
火
ク

ラ
ブ
運
営
協
議
会
第
１
回
理
事
会

に
お
い
て
、
下
呂
市
女
性
防
火
ク

ラ
ブ
会
長
の
中
島
富
子
さ
ん
が
、

岐
阜
県
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
運
営
協

議
会
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
任

期
は
２
年
の
予
定
。

防
火
パ
レ
ー
ド

市
街
地
を
保
育
園
児
と
一

緒
に
防
火
を
呼
び
掛
け
な

が
ら
行
進
。

炊
き
出
し
訓
練

避
難
所
な
ど
で
の
炊
き
出

し
を
想
定
し
、
大
鍋
を
使

用
し
豚
汁
を
調
理
。

バ
ケ
ツ
注
水
競
技
会

初
期
消
火
訓
練
の
一
環
で
、

１
チ
ー
ム
５
人
で
火
点
に

水
を
掛
け
て
競
い
ま
す
。

防
火
・
防
災
紙
芝
居

幼
児
期
か
ら
防
火
防
災
意

識
を
育
む
た
め
、
保
育
園

で
紙
芝
居
を
公
演
。

簡
易
コ
ン
ロ
作
成
講
習

身
近
な
物
を
使
っ
た
簡
易

コ
ン
ロ
の
作
成
を
学
習
。

救
急
講
習

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
、

応
急
手
当
の
基
礎
知
識
や

技
術
の
習
得
。

　
　
下
呂
市
女
性
防
火

　
　
ク
ラ
ブ
会
長
の

　
　

  

中
島 

富
子
さ
ん
に

　
　
　
　
　
　
（
金
山
町
稲
葉
町
）

　
　
　  

お
聞
き
し
ま
し
た

　
「
女
性
は
家
庭
で
火
を
扱
う

こ
と
が
多
い
。
常
に
防
火
に
心

掛
け
る
と
い
う
意
識
が
大
切
」

と
中
島
会
長
。

　

女
性
防
火
ク
ラ
ブ
で
は
、さ

ま
ざ
ま
な
活
動
を
し
て
い
ま
す

が
、防
火
に
対
す
る
意
識
を
高

く
保
つ
た
め
に
も
、参
加
す
る

こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
て
い
る

そ
う
で
す
。
ま
た
、参
加
す
る

こ
と
で
地
域
の
付
き
合
い
が
深

ま
っ
た
り
広
が
っ
た
り
し
て
、

い
ざ
と
い
う
時
に
は
、こ
う
し

た
繋
が
り
が
効
果
を
発
揮
す
る

と
も
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
後
の
活
動
と
し
て
、避
難
所

の
運
営
に
は
女
性
な
ら
で
は
の

目
線
や
力
が
必
要
不
可
欠
で
あ

る
と
解
説
さ
れ
、Ｈ
Ｕ
Ｇ（
避
難

所
運
営
）訓
練
を
行
っ
て
み
た
い

と
抱
負
を
語
ら
れ
ま
し
た
。


